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を
挙
げ
た
生
産
性
革
命
の
取
組
み
か
ら
中
小
企
業
が
こ

ぼ
れ
落
ち
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
強
力
な
支
援
の
手

を
差
し
出
す
と
と
も
に
、事
業
承
継
時
の
贈
与
税
・
相
続

税
支
払
い
負
担
ゼ
ロ
な
ど
を
柱
に
し
た
「
事
業
承
継
の

集
中
支
援
」
と
い
う
全
産
業
の
中
小
企
業
を
対
象
に
し

た
政
策
を
用
意
し
た
。
二
〇
一
八
年
度
税
制
改
正
と
し

て
、今
後
一
〇
年
間
限
定
対
応
と
し
て
、事
業
承
継
支
援

策
創
設
、
設
備
投
資
に
係
る
固
定
資
産
税
特
例
、
賃
上

げ
企
業
の
税
額
控
除
、
Ｉ
Ｔ
機
器
な
ど
の
少
額
減
価
償

却
資
産
の
導
入
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
が
並
ぶ
。

　

建
設
業
を
含
む
多
く
の
中
小
企
業
経
営
者
は
、
ス
ム

ー
ズ
な
事
業
承
継
に
向
け
て
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
こ

と
を
表
明
し
て
い
た
。
今
回
、
政
府
も
新
た
な
経
済
政

策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
な
か
で
、
二
〇
二
五
年
ま
で
に
、
七 

〇
歳
を
超
え
る
中
小
・
小
規
模
事
業
者
経
営
者
は
約
二 

四
五
万
人
に
上
り
、
こ
の
う
ち
約
半
数
に
あ
た
る
一
二 

七
万
人
の
経
営
者
の
後
継
者
が
未
定
で
、
こ
の
ま
ま
放

置
す
れ
ば
中
小
企
業
の
廃
業
が
急
増
し
、
一
〇
年
累
計

で
約
六
五
〇
万
人
の
雇
用
と
約
二
二
兆
円
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が

失
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
た
。

　

一
方
、
大
手
・
準
大
手
企
業
に
と
っ
て
も
今
回
の
安

倍
政
権
の
成
長
戦
略
は
、
歓
迎
す
べ
き
内
容
に
な
っ
て

い
る
。
建
設
分
野
の
取
組
み
と
し
て
「
Ａ
Ｉ
活
用
・
ロ

ボ
ッ
ト
導
入
な
ど
に
よ
り
施
工
管
理
や
点
検
・
災
害
対

応
の
高
度
化
な
ど
を
推
進
し
、
実
用
段
階
前
の
新
技
術

大
手
は
先
進
技
術
積
極
導
入
姿
勢
を
歓
迎

的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
変
わ
ら
ざ
る
を
え
な

い
現
実
が
世
界
的
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
前
に
し
て
、

わ
が
国
の
第
四
次
産
業
革
命
、
日
本
独
自
の
新
た
な
定

義
で
あ
る
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
の
取
組
み
を
加
速

す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
成
長
の
源
泉
と
し
て
打
ち
出

し
て
き
た
。

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）、
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
な
ど
新
た
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
本
格
的
登
場
に
先
駆
け
て
、
国
土
交

通
省
も
「
ｉ

－

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
を
打

ち
出
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
活
用
な
ど
に

よ
っ
て
建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
を
変
革
し
生
産
性
を
革
命

的
に
押
し
上
げ
る
生
産
性
革
命
に
大
き
く
舵
を
切
っ
た
。

　

し
か
し
、
業
務
の
あ
り
方
と
仕
組
み
が
こ
れ
ま
で
と

一
八
〇
度
異
な
る
劇
的
変
化
を
伴
う
生
産
性
革
命
に
、

建
設
産
業
界
の
九
九
・
九
％
を
占
め
る
中
小
・
零
細
企

業
の
大
半
は
つ
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

生
産
性
革
命
、
生
産
性
向
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み

踊
り
場
か
ら
脱
却
へ
支
援
強
化

の
現
場
で
の
実
証
を
進
め
る
」
と
の
文
言
が
明
記
さ
れ

た
か
ら
だ
。

　

例
え
ば
、
最
大
の
公
共
工
事
発
注
者
で
あ
る
国
交
省

は
、
建
設
生
産
物
の
品
質
確
保
や
瑕か

疵し

に
最
大
限
の
注

意
を
払
う
た
め
、
直
轄
工
事
で
個
別
企
業
が
開
発
し
た

先
進
的
技
術
を
入
札
段
階
で
採
用
す
る
こ
と
は
難
し
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
個
別
企
業
は
開
発
し
た
技
術
や
工

法
を
共
有
で
き
る
同
業
他
社
ら
と
共
同
保
有
し
て
信
頼

性
を
高
め
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
順
を
踏
ん
で
実
証
を

進
め
て
き
た
。
一
般
競
争
入
札
が
原
則
と
さ
れ
る
な
か

で
、
一
社
独
占
に
つ
な
が
る
技
術
は
採
用
で
き
な
い
こ

と
が
建
設
企
業
の
技
術
開
発
に
対
す
る
意
欲
を
阻
害
す

る
面
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
な
か
で
今
回
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
新
し
い
経
済

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
な
か
で
、
建
設
分
野
と
し
て
新
技

術
の
現
場
に
お
け
る
実
証
に
言
及
し
た
ほ
か
、
別
項
目

で
あ
る
公
共
事
業
分
野
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
も
、
官

民
資
金
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
策
と
し
て
「
公
共
事

業
分
野
な
ど
に
お
け
る
既
存
事
業
に
お
い
て
、
先
進
技

術
の
積
極
的
な
導
入
な
ど
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
転
換
を
図
る
取
組
み
を
来

年
度
か
ら
実
施
す
る
」「
産
学
官
連
携
に
よ
る
共
同
研

究
強
化
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
を
着
実
に
実

行
し
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
」
こ
と

も
明
記
し
た
。

　

政
府
の
経
済
政
策
と
し
て
、
公
共
事
業
や
建
設
分
野

で
の
実
証
段
階
前
の
新
技
術
の
現
場
実
証
や
、
オ
ー
プ

は
、
安
倍
政
権
が
旗
振
り
役
の
た
め
、
止
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
国
交
省
も
土
工
を
筆
頭
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
種
で
基
準
類
の
改
定
を
進
め
て

お
り
、
前
進
と
い
う
選
択
肢
し
か
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
国
交
省
は
二
〇
一
七
年
十
一
月
末
に
開

か
れ
た
未
来
投
資
会
議
構
造
改
革
徹
底
推
進
会
合
「
地

域
経
済
・
イ
ン
フ
ラ
」
の
初
会
合
で
、
補
助
金
活
用
や

積
算
見
直
し
、
外
注
し
て
い
た
三
次
元
測
量
・
設
計
デ

ー
タ
作
成
を
地
方
整
備
局
な
ど
が
デ
ー
タ
提
供
す
る
な

ど
の
中
小
企
業
支
援
策
検
討
を
表
明
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
安
倍
政
権
の
「
新
し
い
経
済
政
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
で
も
、「
中
小
事
業
者
や
自
治
体
へ
の
適
用
拡

大
を
目
指
し
て
三
次
元
デ
ー
タ
の
活
用
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入

を
強
力
に
支
援
す
る
」
こ
と
を
明
記
し
た
。
国
交
省
の

二
〇
一
七
年
度
補
正
予
算
案
七
、二
七
一
億
円
で
重
点

投
資
す
る
防
災
・
減
災
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
促
進
支
援
な
ど
、

二
〇
一
八
年
度
予
算
成
立
・
執
行
前
か
ら
中
小
企
業
を

市
場
確
保
や
資
金
面
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
支
援

す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
定
の
仕
事
量
を
確
保
し
つ
つ
、
国

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
を
盛
り
込
ん
だ
こ
と
は
、
個

別
企
業
に
と
っ
て
技
術
開
発
・
技
術
革
新
に
取
り
組
む

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
高
ま
る
点
で
意
義
深
い
。

　

ま
た
、
個
別
企
業
が
単
独
で
技
術
開
発
を
進
め
て
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
得
る
考
え
と
は
別
に
、
産
学
官
連
携

に
よ
っ
て
得
意
分
野
の
技
術
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
新
た

な
技
術
開
発
・
技
術
革
新
を
進
め
、
建
設
産
業
界
の
誰

も
が
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
産
業
全
体
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
」
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
こ
ぼ
れ
落
ち
る
可
能
性
が

あ
る
中
小
企
業
に
対
し
て
も
効
果
が
期
待
で
き
る
取
組

み
だ
。

　

政
府
、
国
交
省
が
大
手
・
準
大
手
企
業
と
中
小
・
小

規
模
企
業
双
方
に
目
配
り
し
た
政
策
と
し
て
歓
迎
す
べ

き
点
と
し
て
、
事
業
執
行
の
た
め
の
予
算
確
保
で
新
た

な
視
点
に
基
づ
い
て
対
応
し
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
二
〇
一
八
年
度
当
初
予
算
案
の
大
臣

折
衝
で
財
務
大
臣
が
認
め
た
高
速
道
路
整
備
を
加
速
さ

せ
る
た
め
の「
一・五
兆
円
の
財
政
投
融
資
活
用
と
地
方

自
治
体
に
よ
る
高
速
道
路
Ｉ
Ｃ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の

個
別
補
助
制
度
創
設
」
だ
。
経
済
の
生
産
性
を
上
昇
さ

せ
る
イ
ン
フ
ラ
は
集
中
的
に
整
備
し
、
個
別
企
業
の
技

術
革
新
も
支
援
す
る
一
方
、
老
朽
化
し
た
上
下
水
道
事

業
は
Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
加
速
さ
せ
る
。
同
時
に
、
も

う
一
つ
の
大
き
な
柱
で
あ
る
中
小
企
業
政
策
も
強
力
に

進
め
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
目
配
り
し
た
政
策
と
対
応

に
今
後
、
企
業
が
ど
う
応
え
て
い
く
の
か
注
目
さ
れ
る
。

目
配
り
の
政
策
に
期
待
す
る

づ
く
り
革
命
」
だ
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
好
き
の
安
倍
首
相
が

打
ち
出
し
た
最
も
新
し
い
成
長
戦
略
が
生
産
性
革
命
と

人
づ
く
り
革
命
と
い
う
二
つ
の
革
命
で
構
成
す
る
「
新

し
い
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」（
二
〇
一
七
年
十
二
月

八
日
閣
議
決
定
）
で
あ
る
。

　

持
続
的
経
済
成
長
実
現
の
カ
ギ
を
「
少
子
高
齢
化
へ

の
対
応
」
と
し
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
。

働
き
方
改
革
を
も
っ
と
幅
広
に
と
ら
え
、
関
係
し
そ
う

な
政
策
を
な
ん
で
も
取
り
上
げ
る
こ
と
が
「
人
づ
く

り
」
に
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
二
つ
の
革
命
で
構
成
さ
れ
て
い
る
成
長

戦
略
の
具
体
的
な
中
身
だ
が
、
現
下
の
建
設
産
業
界
が

抱
え
る
多
く
の
問
題
を
踏
ま
え
、
大
手
企
業
と
中
小
・

零
細
企
業
そ
れ
ぞ
れ
が
直
面
す
る
問
題
意
識
を
端
的
に

と
ら
え
て
、
今
後
取
り
組
む
施
策
と
し
て
盛
り
込
む
な

ど
、
実
に
バ
ラ
ン
ス
と
配
慮
さ
れ
た
内
容
だ
と
感
じ
る
。

　

そ
も
そ
も
安
倍
政
権
は
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
と
さ

れ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
さ
え
破
壊

大
海
の
一
滴

ひ
と        

し
ず
く

本
で
二
つ
の
「
革
命
」
が
始
ま
っ
て
い
る
。
安

倍
政
権
が
打
ち
出
す
「
生
産
性
革
命
」
と
「
人
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